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荒川祐吉著

『流通研究論集 第2巻 流通研究の潮流』
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現在､｢生産物の社会的移転とそれに関わる人

間行動 ｣に対して､種々の学問分野からのアプロ

ーチがなされている｡ただ､その場合､既存の

｢生産物の社会的移転とそれに関わる人間行動 ｣

を研究領域とする､商学､マ-ケテイソグ論､商

業 ･流通論の研究の史的レビューとその成果を継

承し､発展させようとする認識を持つ研究者が少

なく､かつ､このような既存の｢生産物の社会的

移転とそれに関わる人間行動 ｣を研究領域とする､

商学､マーケテイング論､商業 ･流通論に固有で

独自の基礎概念と方法論が稀薄なために､諸種研

究 ･学問分野からの無秩序的な概念 ･方法論の借

用がある､というのが著者の問題意識の核心部分

である｡

著者は､自己の研究領域の柱を､マーケティグ

論､特にその方法論と理論構築､及び､商業 ･流

通論､特にその構造論と政策論の 2つに設定し､

上述の問題意識に基づいて､研究成果を公表して

きている(.1)本書は､現在までに著者が著書の形で

公表した研究成果以外に､各種の学術誌､論文集､

その他に分析収録されている､かなりの数にのぼ

る論稿等を再度整理編集しなおし､一連の論稿集

『流通研究論集 』の第 2巻として発行されたもの

である｡これら『流通研究論集 』はすべてにわた

って､｢マーケティング､商業､流通をそれ自体

相対的に独自の研究領域として認識し､その科学

的解明を図ることの必要性 ｣ (荒川祐吉著『流通

研究の潮流P.1)を強く意識する､独自の基礎

概念構築､方法論の確立を指向している｡

千倉書房 (1988年)

石 黒 光 久

本書はこのような『流通研究論集 』シリーズの

なかで､｢流通研究の未来を展望し､的確な方向

づけを行 うためには､現在にいたる流通研究の系

譜を顧みることが不可欠であるQJ(前掲書 序)

という認識のもとで､アメリカ合衆国におけるマ

ーケテイング研究及びマーケティング理論の流れ

とわが国における第二次大戦前と戦後の流通研究

展開の系譜とその問題点､課題を明らかにしよう

としたものである｡

わが国の｢生産物の社会的移転とそれに関わる

人間行動｣の研究に対する学史､学説史的研究成

果が非常に稀少な中で､本書は､その概観を知る

手掛かりを与えるものである｡

(2)

本書の構成は以下のようになっている｡

第 1部 流通研究史概観

1. マーケテイング研究の歴史

第 1I部 アメリカ合衆国におけるマーケテイン

グ研究の潮流

2. アメリカにおけるマーケテイング研究の

展開と現状

3. アメリカ合衆国におけるマーケティング

理論の潮流

一 特に概念枠組をめぐって 一

第Ⅱ部 日本における流通研究の潮流と課題

4. 日本における｢商品流通研究 ｣展開の潮

流 一 日本商品流通研究史序説 -

5. わが国における流通 ･マーケテイング研
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究の在 り方について

本書の第 1部 1. マーケテイング研究の歴史､

において､著者は､｢世界のマーケティング研究

の史的展開を概観し､それとの関係において第 2

次大戦後のわが国マ～ケテイソグ研究の動向を特

徴づけよう｣ (前掲書P. 3)との試みをしてい

る｡

この章においては､アメリカ合衆国でマ-ケテ

ィソグの体系的研究の最初の書とされるA.W.

Shaw,SomeProblen防,in Ma71ketDistn'bution

(1915年)からW.F.Massy,D.B.Montgomeny,

andD.C.Morrison,StochasticModelsofBuying

Behavior･(1970)までの著書を｢企業と環境との相

互行為関連を統合的に認識しうる概念体系の開発

と､それ-の個別理論の組込み方式を探究する｣

(前掲書P.6)ことに貢献､あるいは影響した

と､著者が考える著書が簡単なコメントとともに

列挙されている｡さらに､ヨーロッパ､特に ドイ

ツの商業学系と商業経営学系の研究成果､スカン

ジナビア諸国におけるパラメーター理論の紹介､

わが国の戦前の商業学研究からの史的流れが簡略

に述べられている｡

第2部2, アメリカにおけるマーケテイング研

究の展開と現状､においては､1962年の著者のア

メリカ､ヨーロッパ各国-の研究出張の成果をア

メリカで設立されたManketingScienceInstitute

(M.S.∫.)の設立経過と背景､研究領域を紹介する

とともに､.1962年の時点におけるアメリカ合衆国

のマーケテイング研究の現状を｢marketingを企

業の活動ならびにその活動を行わしめる組織を意 ･

味するものと捉え､具体的には企業活動における

marketing諸手段の最適結合を一定制約条件下に

おいて追求することをmarketingの根本課題とす

るmarketingmanagementの問題としてとりあげ

ようとする形態をとる｣ (前掲書P.31)ように

なったと指摘している｡

第2部 3. アメリカ合衆国におけるマーケティ

ング理論の潮流においては､著者の最大の問題意

識の 1つであるところのマーケテイング論の概念

枠組の形成を視点として､1980年代初頭における

アメリカ合衆国でのマーケテイング理論研究の流

れを概観している｡この章において､著者は､1975

以降1980年代初頭までのアメリカ合衆国のマ-ケ
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ティング学界の潮流を以下のようにまとめている｡

(前掲書pp.47-48)

(1)マーケティング (MKG) 理論の発展､現状

分析及び将来展望

(2)MKG (理論)の性格と範囲

(3)Alderson理論の再評価

(4)MKG論統合概念枠としての交換理論

(5)MKG論構築の方法論

(6)MKG論の新概念枠提唱

(7)マクロ･マーケテイング

これらの分類それぞれについて､主要著作の形

で発表された文献の概略的推移の把捉により､現

荏 (1983年時)の研究の潮流を要約し､それに対

する著者の評価を下している｡その著者の評価は

以下のようにまとめられている｡ (前掲書pp.65
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(1)MKG論の理論構築特にその概念枠形成と方

法論に若極的関心を持つ学者は以外と多い｡

(2)然しAldersonが､統合概念枠を構築提示し､

また理論研究の推進者として強力に活動した

と同様の取組みに努めている研究者は皆無に

近い｡

(3)Alder80皿の枠組の内在的継承展開はみられな

いが､そのことを正当化する科学的根拠は確

認されておらず､代替的枠組として登場した

｢交換 ｣は､それが､双方的関係(dyad)を基

底として概念化されることによって､MKG事

象全体の枠組となるための集計水準の引上げ

ないし統合をうまく処理しきれていない｡

(4)MKG論に固有の､独自の概念枠形成こそが､

MKG論の科学化のための大前提であり､最

大の問題であるに拘わらず､そのことに探究

エネルギーが集中されるよりもむしろ､概念

枠構築の｢方法論 ｣に関心の焦点が謬着して

いるようにみえる｡

第 3部の4. 日本における｢商品流通研究 ｣展

開の潮流､ 5. わが国における流通 ･マーケテイ

ソグ研究の在 り方については､わが国の｢生産物

の社会的移転とそれに関わる人間行動 ｣を対象と

する研究､既存の研究分野でいうと､商業学､配

給論､市場論､マーケティング論､流通論などの

昭和55年までの研究成果に対して､(1)研究領域､

(2)方法論ないし方法的立場､(3)研究集団の観点か



ら､その主な研究成果を概観し､今後の研究課題

とその解明方向を探ろうとした内容である｡そし

て､｢各研究成果を『生産物の社会的移動とそれ

に関わる人間行動 』の研究に独自の基礎概念や枠

組の構築と､科学的方法論の成果の的確な導入組

込み｣ (前掲書p.175) という著者の評価基準に

照らして論断している｡ 4, 日本における｢商品

流通研究 ｣展開の潮流の中では､わが国における

研究の課題を､

(1)マーケテイング ･サイエンスの基礎概念と体

系の構築

(2)マ-ケテイソグ意思決定モデルの開発 (記述

･子測 ･分析 ･統制モデル)

(3)流通機構 (マクロ･マーケティング･システ

ム)に関する理論フt/-ムの構築

に分類､列挙し､ 5. わが国における流通 ･マ-

ケテイソグ研究のあり方について､では､研究領

域を

(1)商学

(2)マ-ケテイソグ論

(3)商業 ･流通論

に区分し､それぞれの研究領域における一般主題

と固有主題を例示的に列挙し､いずれの研究領域

においても基本的概念枠組構築の重要性と緊急性

を強調している.'

(3)

本書全体にわたって著者の関心は､｢生産物の

社会的移転とそれに関わる人間行動｣を研究対象

とする固有の学問領域の確立であり､そのための

基礎的概念枠組の構築と方法論的に､独自の科学

的方法論の創造が緊急かつ､重要な研究課題であ

る､というところにある｡それは､｢生産物の社

会的移転とそれに関わる人間行動 ｣の研究領域と

して､アメリカ合衆国においてほ､マーケテイン

グ論が､わが国においてほ､商業学､マーケティ

ング論､流通論などが存在するが､いずれにせよ､

両国の研究において､他の､あるいは､隣接する

諸学問領域からの安易な概念枠､方法論の借用が

目立ち､独自の｢生産物の社会的移転とそれに関

わる人間行動 ｣の研究分野 (領域)が確立されえ

ていない､特にわが国において､その傾向が強い

という著者の危機感の現われと見ることができる｡

確かに､わが国における､商品流通に関する研

究領域においてほ､個々の事象における問題解決

指向が強 く､さらに､その方法論として計量的技

法の使用が目立っている｡しかし､これは､単に､

これらのこと自体が､全 く無意味､無価値なもの

ではなく､商品流通研究が "机上の空論 "ではな

く､商品流通に関して生起する諸問題､特に､生

産者､流通媒介者､マクロ的観点からの政策立案

者などにとって､問題解決上操作可能で有用な学

問､理論でなければならないという社会経済的要

請に応える必要があるからである｡つまり､商品

流通及び生産物の社会的移転を事実に別して説明

できるものでなければならないのである｡

しかし､単なる"技術 "から"学問 "-この研

究領域を昇華させるためには､著者が強調する視

点､研究態度が重要となると考えられる｡さらに､

そのためにも､過去の当該研究領域における成果

をサーベイし､評価し､その研究成果を今後の研

究に役立てる必要がある｡しかし､特に､わが国

においてほ｢生産物の社会的移転とそれに関わる

人間行動 ｣を対象とする研究領域の学史､あるい

は学説史的研究が非常に稀薄である｡その意味で､

本書は､今後､研究の展開が期待される｢生産物

の社会的移転とそれに関わる人間行動 ｣を対象と

する研究領域の学説史的な先駆的業績､あるいは

現役の研究者にとって今後の研究方向､研究課題

を検討させる好素材としての価値をもつものと考

えられる｡

ただ､著者が当該研究領域において､独自の基

礎的概念枠組の構築と独自の科学的方法論の確立

という本書全体を通じて強調している問題意識が､

各素材として取 り挙げられた研究成果の評価にお

いて細部まで検討されえていないことは､個人の

時間的､作業量的制約により､やむを得ないとし

ても､残念である｡

(4)

本書は誕生して､まだ研究期間が短 く､若々し

い研究領域である｢生産物の社会的移転とそれに

関わる人間行動 ｣に関して､学説史的な色彩を強

く持ち､過去の研究成果を検討する上での指針 ･
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資料 としての価値をもっている｡

さらに､あまりに細部の商品流通に関する個別

的研究､及び事象において発生する問題の解決の

ための技法開発に研究エネルギーを集中している

傾向の強い現在の当該分野の研究者に対 して､強

い警鐘を鳴らしている菖であるともいえる｡

本書全体にわたって､著者が強調 している､当

該研究分野の基礎的概念枠組の構築のためには､

著者も本書で若干､言及しているように､事実と

しての ｢生産物の社会的移転 とそれに関わる人間

行動 ｣の事象を経験的に､また､詳細に調査､把

握して､客観的事実を的確に見定めるとともに､

事実を事実として卒直に受け止め､過去の幻想的

言辞に惑わされることのない､科学的態度を研究

者が堅持することが重要であろう｡

(1991.1.18受理)

注

(1) 業者の代表的著書としては､次のようなものがあ

る｡

･F現代配給理論 』1960年､千倉書房｡
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･F小売商業構造論』1962年､千倉書房｡

･F商業構造と流通合理化』1969年､千倉書房｡

･F流通政策-の視角』1973年､千倉書房｡

･Fマーケティソグ･サイエソスの系譜』 1978年､

千倉書房｡

･F商学原理』1985年､中央経済社｡

(2) この研究論集は､次のような巻から構成される｡

第 1巻 流通研究の方法論

第 2巻 流通研究の潮流

第 3巻 マーケテイソグ管理論考

第4巻 販売促進と消費者行動

第5巻 卸売商業構造論

第6巻 戦時統制と中央卸売市場

第7巻 経済発展と流通機構

第 8巻 流通構造､商業経営及び流通政策

第 9巻 MarketingandDistributiveTrade

inJapan

第10巻 補遺 (講演､座談会記録､新聞寄稿,防

想等)


